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Ⅱライフストーリーインタビューの効果の実験的検討 
方法（研究 1、研究 2、研究 3 に共通の部分） 










 ライフストーリーインタビューは、1 回約 1 時間を 2 週間ごと計 6 回行った。効果を測
定するために、EPSI と LSIK を介入前後と終了 2 か月後に施行した。精神健康度と性格
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審 査 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、高齢者本人にとっても、聴き手（実施者）にとっても比較的負担の少ないと考えら
れるライフストーリーインタビューの方法を用いての自身の人生の振り返りが、高齢者の心理発
達にいかなる効果をもたらすのか、“幸福な老い”という到達点に結びつくのかを，エリクソン
心理社会的段階目録検査（EPSI）を主指標として検討したものである。従来のこうした研究は、
事例研究にとどまっており量的な検討は行われていない。そこで本研究の主たる目的は、高齢者
の心理社会的発達と主観的幸福感に及ぼすライフストーリーインタビューの効果の量的な検討
を行うことであり、結果は、精神的に健康な高齢者ではEPSIの「統合性」指標などにおいて促進
的効果が得られるというものであった。 
 
問題点としては、表題の適切性が挙げられ、本研究において主要な観点と考えられる「主観的
幸福感」の取り扱いに関するものであった。その他に本研究では、従来行われていない量的な検
討を新規性の一つに挙げていたが、対象の高齢者が少なかったのは、募集が大変だったとしても、
大きな問題と考えられる。対象者が少なかったためか、対象者の年齢も60歳代から80歳代まで区
別されることなく扱われており、性あるいはジェンダーの違い、対象者の家族構成（同居配偶者
の有無）による違いなど、結果に大きく影響すると考えられる要因について統制された量的検討
ができているとはいいがたい。そのため、結果の分析、データに基づく論考の展開・客観性も弱
いものになっている。 
以上のように、いくつかの不十分な点はあるものの、超高齢社会において大多数を占める元気
な高齢者の生活の質向上のための支援法の一つとして、ライフストーリーインタビューの有効性
とその適用範囲を示したことは非常に有意義であり、今後さらなる発展的研究・実践的応用へと
繋がるものとの展望も示された。 
 
論文の評価としては、審査委員４名中2名が5段階評価（A～D）のB評価，残り２人がC評価であ
り、口頭試問についても，同席した３名が全員「良」評価であり、本学位審査委員会は一致して、
本論文が博士（心理学）の学位を授与するに値するものと評価した。 
 
 
 
